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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第４号 

                              平成２６年２月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

始めに 

 城郭談話会さんの３０周年記念誌の原稿を書きながら、日本城郭近畿学生研究会時代、約５０年

前を回想していて、今の情熱は４０年の歳月をタイムスリップした青春時代そのままではないかと

勘づいた。多くの先達に導かれ、情熱の限りを尽くした青春時代。経済人として尽くした４０年を

経過して再び城に情熱を燃やしている自分がそこにいる。現役唯一の城郭コレクター、オンリーワ

ンの展開を今後もお見せしたい。入札会の競合相手が博物館であったことに一縷の救いを見たのが

何１０年ぶりであったことか。今後に期待したい。城はここでという肩の荷が下りたような。 

 今回は本年の展示企画について報告します。群馬の城とそれを取り巻く群雄の城郭展であること、

安中地名発祥を１００年以上遡らせる資料の初公開、安中城絵図の初めての一括展示等、豊かな内

容です。ぜひご来場ください。 

 城郭現地調査報告及び資料調査 

１・２０１４年春 安中市学習の森 

ふるさと学習館（歴史博物館）企画展案内 

城絵図から見る上野国―富原文庫所蔵城絵図の世界― 

戦国時代の上野動乱と群馬の城郭をテーマに選定 

会期 ２０１４年４月５日―６月２日 

展示解説 ４月２７日、５月１３日 

会場 安中市学習の森、ふるさと学習館（歴史博物館） 

出展検討リスト、展示スペース等により検討します。青字は展示予定品です。 

１） 関東管領山内上杉氏と長野氏 

木部弾正左衛門道金書 『覚あんなか、ごかん、おばた（略）入道』とある。 榛名神社文書石摺 

榛名神社に現在ある県重要文化財文書及び群馬県調査時写真に於いてはすでに題箋を欠落

しており、筆者不明のまま某入道文書とされる。木部道金文書と判明したところで、足利持



氏木部入道許状（応永２４年１４１８年－３１年１４２５年群馬県史史料集）と合わせ、安中の地名初

出が約１００年遡ることに成る。（２０１３年６月講演会発表。）２通３２ｘ７９ｃｍ。本石摺の伝承

は神社に伝えられていない。 

上杉憲房制札２通 榛名神社文書石摺 永正１１年１５１４年、天文６年１５３７年 ３２

ｘ８９ｃｍ 

 

上州平井城絵図（仮） 関東管領上杉氏の平井本城の詰城、平井金山城の詳細な調査絵図であ

る。 額入９０ｘ１０８ｃｍ 

 

上野平井上杉古城 苻川行貞画小幡景憲識 伊那甲州流軍学者加藤正治調査絵図３１城の内 

２７ｘ３７ｃｍ 

上州平井詰城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 

傷みやすい巻物であるため、展示は複製、以下同文同サイズ 

 

天文十三年辰年武州川越 武州河越夜戦図 古戦略地図完 武家事紀巻二十八続集戦略地

図４３図の内 合戦図集の為、展示は２頁見開きから複製となる。以下同様、１図２７ｘ３

６ｃｍ 

武州河越 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

 

箕輪城主長野伊勢守感状 榛名神社文書石摺 永正１０年長野伊勢 守憲業 ３２ｘ２０

ｃｍ 

上州箕輪城絵図（仮） 箕輪城の現地に即した調査絵図で最も詳細な基本絵図である。 郭の名



称、広さを測定。 ７３ｘ１３６ｃｍ 第一型 

上州箕輪城跡（古図） 陸軍参謀本部写図複製 第二型 浅野文庫諸国古城絵図、参謀本部旧

蔵図、箕輪小学校蔵図（箕輪之今昔掲載図大正１２年）はこれに類似 

上野国箕輪城之図 ２９ｘ３９ｃｍ 第三型 城築規範掲載図、国会図書館日本古城絵図上

州箕輪古城図も同様 

上州箕輪 古城図３６城の内、紀州藩士江川景寿、寛政８年１７９６年近藤孝矩写、文政１

３年１８３０年嘉知写 ２６ｘ３２ｃｍ 第三型 

箕輪城第 1型絵図 

永野信濃守居城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 ２８ｘ４０ｃｍ 第四型 

長野信濃守居城 上州群馬郡箕輪城主也 古城跡目２５城の内 ２８ｘ４１ｃｍ（以下同様）

此図天正１０年夏滝川一益森長一誌之者二凡三百五十図内也とある 第四型 

上毛箕輪古城址之図 昭和４年６月福島武雄測定 箕輪城考の筆者 昭和８年の群馬県御

所蔵上毛郷土史研究会発行箕輪史蹟保存会頒布図は本図の複製いずれも４０ｘ５４ｃｍ 

後者は袋付 

箕輪山法峯寺之景 群馬県上野国群馬郡箕輪村大字西明屋 明治３４年 銅版 ２２ｘ２



６ｃｍ 

箕輪軍記 群書類従巻第三百八十八 検校保己一集 合戦部二十上野国群馬郡箕輪軍記 

下巻に箕輪城安中松井田落城の事 

箕輪城絵葉書 箕輪城址本丸、二ノ丸より赤城山を望む、人切通り、上ノ宿、東明屋より見

たる箕輪城址、箕輪城趾なる長野氏霊廟並古井、箕輪城趾より見たる市街の一部及若田原古

戦場 絵葉書は小さいため拡大複製展示とする。 

 

上州松枝 古城図３６城の内 ２６ｘ３２ｃｍ 

上野安中古屋カ古城 松井田城 陸軍参謀本部写複製２１ｘ３０ｃｍ、国会図書館古典籍室

所蔵日本城郭資料群馬県の内 これは同様の絵図が当文庫にあるため、そちらを展示予定。 

 

倉ヶ野城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 

上野国群馬郡倉ヶ野城 滝川一益図書 古城跡目２５城の内  

五閑城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 

板鼻城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 同図参謀本部にあり 

 

長尾輝虎入道謙信 錦絵 一勇斎国芳 ２５ｘ３７ｃｍ 

上杉弐四将 錦絵 一寿斎芳員 立２枚 ２５ｘ７５ｃｍ 

春日山古城之図 内題越後国頸城郡春日山城之図 ７８ｘ９９ｃｍ 

筆写彩色古絵図 

長尾謙信軍配扇 上越市愛宕神社宝物複製 戦勝祈願 関東管領旗

印黒字に金の丸 ２０ｘ５２ｃｍ 房４６ｃｍ 

 

新田氏遺跡太田金山城址之図 群馬県御所蔵 昭和１１年 ３９

ｘ５４ｃｍ 

２） 武田晴信の上州侵攻 

武田大膳太夫晴信入道信玄 錦絵 一勇斎国芳 ２４ｘ３７ｃｍ 

武田二十四将画像 錦絵 大判立二枚 一寿斎芳員 ２５ｘ７５ｃｍ 

 

甲州古府躑躅崎武田晴信居城図 伊那甲州流軍学者加藤正治調査絵図３１城の内 ２７ｘ３７

ｃｍ 本丸西北と東南に櫓台 

信玄公古城之絵図 ７５ｘ８７ｃｍ 本丸西北から八間ずつ離して高さ５間半の殿主之土

台を描く。 

甲府御屋形図 ５５ｘ７８ｃｍ 本図と同様の図はこれまで桜井成広氏所蔵絵図と翁物語

後集収載図が知られ、内容について桜井成広氏、森蘊氏の論説がある。 

 

甲陽軍鑑攻戦地理之図 ７８ｘ１１４ｃｍ 甲陽軍鑑に基き、関東東海甲信越三河尾張美濃

に及ぶ武田の戦跡を図化したもの。三寺尾合戦、三ヶ尻戦場、笛吹峠を描く。 

笛吹峠合戦（絵図） 碓氷峠をめぐり、武田方１３５００人、上州２１０００人、上州に安中、

小幡、松枝、和田、五閑、前橋、館林、忍、新田、白井、膳等が見える。７４ｘ５６ｃｍ 

上州吾妻岩櫃之古城 ２７ｘ３９ｃｍ 概略図 



上野国三寺尾合戦 図蹟抄遺収載合戦図３８図の内 軍艦全集所載取調図 陣法後学藤良材 

宝暦１２年１７６２年 展示は拡大複製３２ｘ４２ｃｍ以下同様 

上州三寺尾合戦乃事 甲陽軍鑑全集巻１０ 

上州三寺尾合戦 天文１８年１５４９年９月３日 合戦伝巻之五 

上州三ヶ尻合戦 弘治３年１５５７年４月９日 合戦伝巻之八 

笛吹峰合戦之図 絵本甲越軍記初編１２ ２２ｘ２８ｃｍ 

晴信敗上州軍図 絵本甲越軍記初編１２ ２２ｘ２８ｃｍ 

三寺尾合戦安中越前守武勇之図 絵本甲越軍記３編３ ２２ｘ２９ｃｍ 

武田埋伏安中勢を討事 絵本甲越軍記３編３ 図なし 

天文１９年１５５０年佐久郡合戦之事松井田越前守勇戦之図 絵本甲越軍記３編４ ２２ｘ２

８ｃｍ 

安中城攻之図 本丸に安中左近、二ノ丸に安中民部、碓井川に安中外記、碓井川南に原美濃、

後詰に甘利左衛門、北に曽根七郎兵衛、西北に小幡上総を描く。城の外郭に四角に防禦柵を

描く。 ６５ｘ７４ｃｍ 

松枝安中箕輪落城 甲陽軍艦全集十一合戦之壱  

西上野（合戦） 長野信濃守２万人と御勝利 図蹟抄遺収載合戦図３８図の内 

西上野（合戦） 図蹟抄遺収載合戦図３８図の内 

前橋城下押詰放火の時信玄備也 信玄陣立図 ３９ｘ６５ｃｍ 信玄陣形図鑑巻子の一部 

巻頭に傷みあり、展示方法検討 

箕輪攻絵葉書 荷支岩六車にあり永禄六年武田氏箕輪城攻めの時輜車誤って岩に支え落下

破損す依て六爐間村を六車と改めし古蹟 

 

武田勝頼制札 榛名神社文書石摺 ３２ｘ４５ｃｍ 

武田伊奈四郎勝頼 天正八年上州膳城素肌攻め 錦絵 歌川芳虎 三枚続き ４５ｘ９３ｃ

ｍ額入 

上州膳城素肌攻土屋惣蔵一番乗之事 甲源武田三代軍記巻之二十一 享保五年 浪花書林 

真田安房守昌幸制札 榛名神社文書石摺 ３２ｘ４６ｃｍ 

 

３） 織田政権の支配と後北条の侵略 

小田上総介平春永 錦絵 国輝 ２５ｘ３８ｃｍ 

 

近江国蒲生郡安土古城図 貞享４年１６８７年仲秋作 内題信長公安土城図 １１４ｘ１３５ｃｍ 

 

天正３年三州長篠合戦図 古戦略地図完 武家事紀巻二十八続集戦略地図４３図の内  

長篠合戦図（仮） 信玄全集二十内題甲陽軍鑑全集二十将来軍記上 ２７ｘ３７ｃｍ 木版 

長篠大戦之図 錦絵 芳虎孟斎合作 ３枚続き 安中左近描画 明治７年 ３６ｘ７２ｃ

ｍ 

長篠合戦事 信長記巻八  

三河長篠城 城郭復元ジオラマ ２７ｘ３５ｃｍｘ２（箱と復元模型） 



甲陽軍鑑長篠城絵図木版 

 

大嶋城 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 

信州伊奈郡大嶋古城図 ２８ｘ３２ｃｍ 

信州高遠城図 ２６ｘ３８ｃｍ 彩色絵図 

信忠卿高遠城攻サセ給事 信長記巻１５ 

天正１０年信長公東国御進発並勝頼父子討死之事 

滝川左近上野国信州２郡相加へ被下ケリ 信長記

巻１５上 

本能寺焼討之図 錦絵 楊斎延一 ３枚続き 明

治２９年 ３７ｘ７５ｃｍ 

滝川武蔵野合戦之事 信長記巻１５下 

武蔵野合戦図 古戦略地図完の内 武家事紀巻二十八続集戦略地図４３図の内 

滝川ト北條氏政合戦事付一益仁勇事 織田軍記１２内題惣見記巻第二十三  

絵葉書 神流川古戦場 群馬藤岡名所 拡大複製展示 

北條氏邦制札 榛名神社文書石摺 ３２ｘ４４ｃｍ 

４） 豊臣政権北国軍と小田原の役 

摂州大坂本丸 ２８ｘ３８ｃｍ 豊臣秀吉の大坂城本丸図である。中井家の２図、焼失した陸軍参謀

本部図、浅野文庫図に続く５枚目の発見であり、簡単ではあるが、今の大阪城の地下に埋もれる

豊臣大坂城本丸が描かれる。 

 

山鹿図大坂城本丸 ３２ｘ４０ｃｍ 元陸軍築城部本部本邦築城史編纂委員会保管品偕行

社所蔵品 昭和１１年桜井成広透写 原図は昭和２０年の空襲にて焼失 山鹿流城塞繹史

所収絵図 現大坂城がでなく、豊臣でなく、元和の徳川製であることを知らしめるきっかけ

となった絵図の唯一の写 



 

駿府城絵図 ４１ｘ５６ｃｍ 

駿府城下町絵図 ２８ｘ４０ｃｍ 

駿府城下町絵図 ６１ｘ１３６ｃｍ 中心部のみ元は１８３ｘ１３６ｃｍと推定される。 

遠州浜松城図 ９５ｘ７９ｃｍ 

遠州浜松之図 味方が原合戦の際の浜松城と周辺を描く ６８ｘ１０６ｃｍ 

 

加賀国金沢城絵図（仮） 宝暦１３年１７６３年仲夏１３日写 藩用図 ６９ｘ８３ｃｍ 

加州金沢 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

 

信州上田上田の庄尼が淵城ト云 服部直方之図岡田藤原勝英静幽正治写之 伊那甲州流軍学 

者加藤正治調査絵図３１城の内 ２７ｘ３７ｃｍ 真田の上田城は解明されていない 

 

天正１８年豆州山中城責図 古戦略地図完の内 武家事紀巻二十八続集戦略地図４３図の内 

豆州山中 古城図３６城の内 ２６ｘ３２ｃｍ 

右は豆州山中城二北條氏政人数ヲ被籠所羽柴秀吉公責落シ給其所ノ図也 ２７ｘ３２ｃｍ 

古戦場絵巻の一部と思われる。 

山中城責絵図（仮） 第１５巻の内第２面 ２０ｘ２８ｃｍ 絵図集の一部か 

山中陣図 ４０ｘ８３ｃｍ 山中合戦絵図 

 

武州松山 古城図３６城の内 ２６ｘ３２ｃｍ 

武州松山 滝川左近図 武州上州信州古城絵巻（仮）４２城の内 

松山城 武州横見郡松山城跡 古城跡目２５城の内 

武蔵国松山城天正之役図 松山城を囲む北国軍と松山城の鳥瞰図 額入５３ｘ９８ｃｍ 城内の軍

隊配置人名を描く。 １型 

天正１８年松山城攻めの図 松山城を囲む北国軍と松山城の鳥瞰図 額入４８ｘ９１ｃｍ ２型、１型

より古い時代に描画され、情景は緻密であるが、城内の人命は記載されない。いずれも現地に忠

実であり、城跡を良く観察している。 

 

忍城之図 慶応２寅正月下旬写之堅蔵書 ７５ｘ７９ｃｍ 

天正年間忍城図 石田堤之図 荒川流域変遷図 忍城之図扶桑城図記所載 

５５ｘ７８ｃｍ 戦前の編集図 

源頼信より平忠常大椎城水攻之図 錦絵 ３枚続き 玉蘭斎貞秀 大椎城は千葉市に実在す

る戦国期の遺構を残す山城であり、水攻めの地形ではない。本図は忍城水攻め図を偽装した

ものと思われる。このような偽装錦絵は非常に多い 額入４８ｘ９３ｃｍ 

 

武州鉢形城古図 小田原之役北国軍包囲絵図 ４０ｘ５５ｃｍ 

 

武州八王子古城 慶安元７月７日一見之 南多摩郡元八王子村城山古図狛江村和泉石井干城

君所蔵図より謄写す。昭和二十四年三月上旬公園緑地課史蹟係 ８０ｘ１１５ｃｍ 

 

小田原城 昭和１３年陸軍参謀本部中山光久大佐実測 複製 ５３ｘ７４ｃｍ 軍人らしく



各堀の断面までも計測貴重な小田原城研究基本図 

権現様御陣場図 小田原城攻めの家康本陣、今井陣城図 ２８ｘ４０ｃｍ 

小田原外構之図 小田原合戦の小田原城攻め絵図 ２８ｘ４０ｃｍ 

瓢軍談五十四場五十二他伝政峯降参して真柴久吉陣営を見聞す 錦絵 一英斎芳艶 小田原

陣の伊達政宗の降参を偽装２５ｘ３７ｃｍ 

瓢軍談五十四場五十三保条直氏佐枝時家着て降参を乞 錦絵 保条直氏は北條氏直、佐枝時

家は徳川家康か 一英斎芳艶 

瓢軍談五十四場五十四大尾久吉公目出度小田原を凱陣 錦絵 一英斎芳艶 

相州小田原北條盛衰記始終巻 上中下３巻１冊 深水治時 

関八州北條家持城 萬翆楼用箋使用 安中城に安中左近大夫広盛等７４城の城名、城主を記

入 

北條氏照軍記全 全５巻１冊 昭和６年写  

本朝古戦略記巻六 天正１８年小田原陣の経過を詳細に記録 

相模国小田原 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

 

５） 上野国群馬県地図 

上野国全図 内題上野国余地全図 木版色刷 １０３ｘ１２９ｃｍ 刊記無 村上吾雄著 

関東八国余地路程全図 天保４年１８３３年 木版 １３４ｘ１４４ｃｍ 

関八州余地路程全図 天保４年識１８３３年天保８年１８３７年 木版 １３４ｘ１４４ｃｍ 

関東十九州路程便覧 嘉永元年１８４８年 ７８ｘ１０１ｃｍ 長山貫、平塚知郷 木版 

上野国十四郡余地全図 嘉永６年 万盛雄 ８４ｘ９０ｃｍ 木版 

 

群馬県管内上野国全図 明治１７年 群馬県蔵版 ９７ｘ１０８ｃｍ 銅版 

群馬県管内里程全図全 明治１９年 群馬県蔵版 報告堂 ８１ｘ８８ｃｍ 詳細緻密な道

路網地図 

新制町村上野国全図全 明治２３年 内野健吾 ５２ｘ７２ｃｍ 銅版 

群馬県管内上野国全図全 明治３６年 銅版 細密 ９９ｘ１０７ｃｍ 前橋煥寽堂 

群馬県管内上野国全図全 明治４２年 銅版 細密 ９５ｘ１０７ｃｍ  

前橋書肆煥寽堂本店発行 袋付 

勝地群馬 昭和１１年 初三郎鳥瞰図 ２２ｘ１１６ｃｍ 

新案上毛すごろく 昭和２８年 群馬出版社 ６０ｘ８５ｃｍ 

６） 群馬の城絵図 



安中町・上州安中絵図 １６９７年元禄１０年以降とされる前田家尊経 閣文庫蔵諸国居城

之図有沢永貞と同一絵図 ２９ｘ４０ｃｍ 山下和正氏所蔵 堀田氏居住延宝（１６７３年

―１６８０年）以住之図也 とされる金沢市立図書館近世資料室安中城図９５ｘ１４０ｃｍ

を分割編集したものと思われる。 図録に掲載予定 

上野国安中城修理絵図 １７２１年享保６年８月、内藤丹波守 本丸北方土手崩れ修復願 

梅村清春氏所蔵 享保６年戸田山城守の裏書が見える。戸田山城守忠真は宇都宮城主であり、

老中として、修築許可をする立場である。内藤氏による宝永６年１７０９年安中築城時に最

も近い絵図 ８３ｘ５９ｃｍ 図録にのみ掲載予定 

板倉時代安中城絵図 美濃部浩二氏所蔵絵図 

板倉時代安中城絵図 群馬県指定重要文化財 安中市教育員会所蔵小野直文書所収絵図 

板倉時代安中城絵図 田島家旧蔵 安中市教育委員会所蔵絵図 

板倉時代安中城絵図 小林光氏所蔵絵図 

板倉時代安中城絵図 淡路博和氏所蔵絵図 窪庭昭男氏所蔵絵図の淡路氏摸写 

板倉時代安中城絵図 未刊安中郷土誌所載図 安中市教育委員会所蔵 

これほど多くの安中城絵図が公開されるのは史上初となる。これを機会に安中城研究が進む

ことを期待したい。 

 

上州沼田之図 天和２年１６８２年作天保３年１８３２年写 天和元年１６８１年仲冬２２日真田

伊賀守信利公御親子所々江御預ヶ候 仰付領地云召上之翌年成正月３城内破却  真田信

利の暴政により、沼田藩改易、沼田城破却に際しての詳細な沼田研究基本城下町絵図 

上州沼田之城図 内題上州利根 郡沼田之城之図 月ノ輪ノ城、倉内之城 ５３ｘ７４ｃｍ 

上野国沼田城地利要櫃図 三浦義片 ２８ｘ４０ｃｍ 

上野国沼田 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上野沼田 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州沼田 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州沼田４ 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州沼田城 ２９ｘ４０ｃｍ 

沼田城代記 寛延４年１７５１年２月宝暦１１年１７６１年写 １１丁 

沼田城代記全 文政３年１８２０年写 ８０丁 

 

上州群馬郡前橋城 後期前橋城絵図 ２分１０間 額４６ｘ６１ｃｍ 

前橋城平面図 昭和２６年写 元総社村長尾氏所蔵原図 ７９ｘ１０８ｃｍ 

上野国厩橋 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州厩橋２ 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州厩橋 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 



 

後期前橋城絵図と明治 11年実測図の比較 

 

上野国群馬郡高崎御城下町絵図面 丙辰年寛政８年１７９６年か ５４ｘ７５ｃｍ 

高崎志全 天明８年１７８８年 高崎城之図２５ｘ２６ｃｍ折込 ６５丁 

上州高崎 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上野国高崎 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

高崎町全図 明治２９年 ５３ｘ７８ｃｍ 佐藤幸作 

高崎街全図 明治３０年 ５２ｘ７８ｃｍ 篠田尚久 

高崎市内略図 明治３８年 附捕虜収容所独案内 大月久三郎 木版カッパ刷 ５４ｘ７

８ｃｍ 

歩兵第十五連隊真図 明治２６年 銅版 ３７ｘ４７ｃｍ 

 

高崎市安中町磯部町松井田町 大正１３年 職業別明細図 ５５ｘ７８ｃｍ 町並地図、商

店名、写真  

 

江戸初期上野国館林城絵図 ３２ｘ５５ｃｍ 近年の写し 

上野国館林城全図 ４１ｘ５５ｃｍ 

上野国館林 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州館林 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上野国館林１ 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上州館林 主図合結記 ２７ｘ４０ｃｍ 

上野国絵図一部館林城 木版 ４７ｘ３３ｃｍ 尾引城、御城沼縄張記入 国絵図の一部と

思われるが原図調査中 

 

上野国新田庄城山記 ４８丁 写本 新田岩松系譜等 

 

主図合結記については冊子状の絵図集は省略、１枚物のみ検出。絵葉書は箕輪城を除き割愛

した。 

 

博物館事業報告 

１・武術調練錦絵所蔵目録 



１早合点調練寿古六 戦隊順序図解 一川芳員双六表紙付１－４８図 大版７枚 

２（城攻め合戦遊び） 芳幾 大版４枚縦  

３（合戦あそび） 稲垣旭軍堂 大１枚 

４武者英雄揃 １５図 綱島亀吉 大１枚  

５長槍鉄砲行軍図 五雲亭貞秀 ６枚の内３枚 

６武者行烈之図 芳虎 ３枚続き 

７軍法八陣略図 貞秀 ３枚続き 

８雲客観兵式之図 国保 明治２５年 ３枚続きの内左２枚 

９大調練之図 芳虎 富士裾野 明治６枚続き 

１０東都深川新地之景 立祥 ３枚続き 

１１東都深川新地之景 立祥 ３枚続き 

１２軍人道具画 綱島亀吉 おもちゃ絵 大１枚 

１３東京名所内青山練兵場真景 幾英 明治２２年大１枚 

１４諸隊大調練ノ図 不明 ３枚続き内右１枚 

１５東京三十六景深川越中島 広重 大１枚 

１６（砲術調練） 芳員 ３枚続き内左１枚 

１７調練大隊之図 芳藤 ３枚続き 

１８東京名所日比谷練兵場 周延 明治１８年３枚続き 

１９大隊調練図 国輝 ３枚続き 

２０新版海陸軍人尽 荒川コマ 明治３１年大１枚 

２１越中嶋大調練之図 国貞 ３枚続き 

２２各隊整列之図 吹上御庭内釣橋遠景 広重 明治３枚続き 

２３大隊調練之図 芳虎 ３枚続きを１枚に複製 

２４武芸立身館双六 万亭応賀作豊国画 上州屋重蔵版大判２枚 

２５鎗銃點放号令双六 歩操規範生兵教練 不明大判４枚 

２６ 本朝武術名誉鏡 一勇斎芳虎 錦絵３枚続 墨塘了古挙記 武術流祖６６名 

２７青山練兵場真景 東京名所の内第７号 幾英 明治２２年 大版１枚 

２８浜松天竜川周辺武者行列（仮） 鉄砲足軽 ３枚の内１枚 五雲亭貞秀 

２９武者行烈之図 芳虎３枚続きの２枚 大砲２台、鉄砲、旗、太鼓等 

３０日比谷練兵場陸軍諸隊整列之真図 広重 明治１７年 ３枚続き 

３１軍人道具盡 明治２９年 網島亀吉 大砲、弾薬車、水雷玉等 大版 同一絵柄２枚 

３２鉄砲抱武者（仮） 豊国 ３枚の内１枚 里見義実  

３３調練仕方出世寿語禄 国孝 大版４枚繋 

３４短筒構え武者（仮） 豊国 ３枚の内１枚 入江長云 

３５太平記英雄伝 稲上代九郎正忠 一勇斎国芳 抱えの大筒 大版 

３６瓢軍談五十四場二十七武智右馬之助石火矢にて敵城を打崩す 一英斎芳艶 大版 

３６種９２枚 

２・日本最大の骨董市、東京ビックサイト骨董ジャンボリーに参加 ２０１４年１月１０－１２日 

 在職中、何十年も何十回も展示会を企画運営してきた東京ビックサイトですが、起業して、自ら

出展することに成りました。前回の平和島同様、中国の上海、北京、朝鮮のソウル等海外からの来

場者、はるばるパリや北海道、九州からの出展、北海道から沖縄まで全国からの来場者、まさに日

本一の骨董市に恥じないものです。中国や朝鮮、日本の地図、兵法書、軍事資料、錦絵を求める顧



客で連日、相当な賑わいでした。今の中国ブームはいずれ弾けると思いますが、オークションへの

出店依頼等とどまるところを知らないようです。銃砲もスタール銃という単発後装旋条銃を持参し

ていただきました。高額で買えませんでしたが、幕末を席巻した西洋銃は火縄銃と違う迫力があり

ました。そのうち、スペンサー銃と出会えると思います。古地図や城は多くの業者さんに持参いた

だきました。古地図と城の集積所です。次回は３月の平和島です。 

３・上田市『ホテル上田山荘』ロビー展示、真田関連城郭絵図調査 

 友人から上田のホテルに城絵図の展示があると教えていただいて、数か月が経過したが、このほ

ど、見ることが出来た。絵図はロビーの壁天井近くに掲示され、１２０ｘ７０ｃｍ位で１２枚あり、

ホテルに聞くと今から２５年ぐらい前に新築の際、先代オーナーが地元の切り絵作家新島某に依頼

し作成されたものとのこと、作成依頼された先代オーナーも作者も逝去され、詳細は判明しない。

１枚ごとに城の説明があるが、絵図の作者、復元絵図考証の経緯は記されていない。想像図の域を

出ないが、見ていて真田の活躍を髣髴とさせる。１泊３５００円とのことですので、近くに来られ

た際はご覧になられればと思います。 

 展示絵図リスト 

  上州沼田城・嵩山城・名胡桃城・岩櫃城・真田郷山城群・海津城・松尾城・真田本城・砥石米

山城・丸子城・大坂城真田丸・上田城 

４・古地図と城の泉２号で報じた入札会『飯田城本丸絵図寛政７年御下屋敷御絵図弘化４年御本丸御座

敷之図は数千円の僅差で落札できず』は信濃毎日新聞によると飯田市美術博物館が落札されたようで

す。地元に還元され何よりでした。長野県城絵図展開催の際、飯田市教育委員会や教育研究所が撮

影に来場され、何かお役に立とうと参加したのですが、東海古城さんによれば１月１９日博物館で

初公開されたようです。大きさは１８８ｘ１２８ｃｍ、市民１２０人が集り、４月に展覧会で成果

を発表予定とのことです。入札会で地域博物館と競合するのは２０年以上前は多かったですが、最

近は予算が取れないのか、入札会に参加されることはほとんどありません。すべての資料は今、こ

こで手配しなければ散逸するとの懸念は少し安らいだように思います。これが熱心な伊那だけでな

いことを祈ります。参考記事『１月２０日江戸期の城郭絵図に熱視線―――』信濃毎日新聞 

 

新収集情報報告 

 

１・古絵図・古地図 

 新潟県蒲原郡津川町絵図 第３大区９小区 ４３ｘ９０ｃｍ 額５５ｘ１１５ｃｍ 明治８年

１１月 越後街道３間、阿賀川１０８間、常浪川２０間、姥堂川３間等巾記入、道路、宅地詳細、

津川城山描画 

 本道寺絵図 ２６ｘ３６ｃｍ 額４３ｘ１１６ｃｍ 山形県西村山郡西川村本道寺 現湯殿山

神社 空海創業月光山本道寺出羽三山湯殿山派別当寺 戊辰戦争の戦場となった山岳寺院 

 姿川村全図 現栃木県宇都宮市 ３０００分１ 全６枚の大型地図うち４枚明治 

 新刻大日本全図 元治２年松川半山 木版 安永３年讃岐柴邦彦画 ７２ｘ９９ｃｍ 軸装 

竹島記入 

 江戸絵図 安永新刻 木版手彩色 ５８ｘ８７ｃｍ 軸装 

 茨城県管内里程略図 明治１７年９月６日 茨城県 銅版 ８２ｘ９８ｃｍ 軸装 

 富士見十三州余地路程全図 天保１３年１８４２年 木版色刷 

 江嶋一望図 絵図屋善兵衛板 木版 ３３ｘ４８ｃｍ 



 金比羅参詣案内大略図 木版手彩 ３５ｘ６８ｃｍ 

 駿河国安倍郡志豆機山浅間総社御社中御絵図面 文化１０年 木版 内藤南塢画 

 近衛歩兵第１旅団全景 明治４４年 石版 ４７ｘ６４ｃｍ 

 豆州熱海全図 明治３８年 銅版鳥瞰図 ３９ｘ５５ｃｍ 

 伊勢参宮案内記 明治３６年 ２２ｘ１０６ｃｍ 木版色刷 

 戸田土地区画整理計画図 ６０００分１ 昭和１３年２月１日 ４５ｘ１００ｃｍ 競艇場建

設地割図 

 戸田土地区画整理組合国道以東換地予定位置図 ３０００分１ ５４ｘ７８ｃｍ 競艇場関連 

 埼玉県北足立郡戸田村全図 ３０００分１ １６８ｘ１０９ｃｍ 微細なる戸田村基本図 

飯坂湯野温泉附近図 大正９年 ３８ｘ５３ｃｍ 

複製地図１９枚一括 未整理東京５０００分１等 

  大正１０年１万分１地形図大坂近傍 大阪主部・大阪北部・大阪東部・大阪西部・大阪南部・大阪東南

部・住吉計７枚 

 賀茂御祖神社社頭図称下鴨社 明治７年 木版 ３７ｘ５２ｃｍ 

  信州伊那郡絵図（仮） 信州高遠兜城・高遠町・村名記入 伊那市は西伊那部村とあり、北は塩尻

村から、南は天竜川吉瀬村まで、 ６０ｘ９９ｃｍ 写図 軸装 

 改正新鋳東京実測全図 明治２８年 ６４ｘ７２ｃｍ 銅版色刷 

 丸亀市商工明細地図 昭和６年 関西商工会 裏に１４８社の商店名記入、表に４０００分１地

図に所在地記入 

 都名所独案内 銅版カッパ刷 ３６ｘ５２ｃｍ 明治２６年 文字富三郎 幻燈社印刷所 

 地球儀 １７４５年の複製 直径１１ｃｍ 黒地に白抜き文字 

 弘化３年正月江戸大火瓦版 ２４ｘ６４ｃｍ 

 慶応２年１１月１０日江戸大火瓦版 ３８ｘ５１ｃｍ 売買五百枚限 焼失地域赤摺 

 大日本帝国山水略図 木版色刷 明治２２年 岩間牧太 北斎風日本鳥瞰図 ４６ｘ７０ｃｍ 

 大日本全図全・北海道拾壱箇国郡名 明治７年 ７２ｘ２５２ｃｍ 木版色刷 明治３年河合 

貞雅 千島、樺太を含む壮大な日本地図 

京都並伏見区組明細図全 明治１３年 銅版多色摺 ４８ｘ７１ｃｍ 

竣工記念地積図 大阪市都島土地区割整理組合 昭和１５年整理確定図 一覧図１枚地域図８ 

枚 ２８ｘ４０ｃｎ表紙付 

千葉市街鳥瞰 松井天山写生 袋のみ 中身は所蔵済か １１ｘ２０ｃｍ 

仮製樺太南部５万分一豊原７号 豊原 明治４２年製図 明治４４年臨時測図部・陸地測量部 

射号日本地図第１ 明治６年 石川県蔵版 大屋愷攽（左の偏は合であるが活字がありません。） 

第１は本州、四国、九州、第２は北海道、樺太である。 木版色刷 

最近満州帝国接壌詳図 昭和１４年 ７８ｘ９９ｃｍ 細密記入 

上海日本人街便覧略図 昭和１７年 ３９ｘ５５ｃｍ 

一万分一東京及び横浜地方空中写真測量実施記事 陸地測量部 昭和６年 昭和５・６年空中写

真測量日本橋・横浜１万分１地形図収録 

極秘龍厳市街図 １万分１ 昭和１９年 参謀本部 外邦図 ４３ｘ５８ｃｍ 

極秘長汀市街図 １万分１ 昭和１９年 参謀本部 外邦図 ４３ｘ５８ｃｍ 

白市駅周辺図 １万分１ 昭和１８年 参謀本部と思われる外邦図 ４１ｘ４８ｃｍ 

五加村全図 ６０００分１ 信州更埴村戸倉村隣接 明治手書き 

２・古文書・古典籍 



 栃木県下都賀郡藤岡町村地租改正絵図 大型２３枚土地台帳等 明治１０年頃 

 金比羅道中記 往路江戸－中山道、復路東海道 詳細記録横本３３枚６６頁１１行書 

 吉田橋出水定杭合数・吉田橋諸事覚 東海道豊橋吉田橋記録 明和５年１７６８年 橋図面１８

ｘ１３６ｃｍ両面、１８ｘ３４ｃｍ 元亀元年から寛政４年の履歴、明和５年修復記録奉行大工等 

 前太平記 源氏七代之武備 木版九冊バラ 巻３・４・９・１０・１５・１６・１９－２４・２７・

２８・３１－３６・３９・４０大尾 箕田城軍事・土浦城落事・筑前黒崎城軍事・大江山城落事・

葛飾城夜討・千葉城軍事・奥州攻 

 太閤記金龍縄張問答 明治２９年写本 内題明智羽柴金龍縄張問答 

 芸備古蹟志 安芸上下５巻備後５巻拾遺全１巻計１０巻５冊 安政３年写本タトウ入り 

 一新講社 明治３６年改正 東京から伊勢・伊勢ゟ大和廻り高野山大坂 

 西国道中記 木版横本 西国３３番札所・伊勢ゟ熊野大坂・本宮ゟ高野山大坂 

 道中記 木版折丁 表江戸より伊勢高野山・裏大坂より宮島・大坂より京、安中高崎倉賀野江戸 

各々地名・宿舎・距離 

 五海道道中細見記 木版横本 大城屋良助 江戸日本橋―京都・参宮・奈良・大坂・金比羅・江

戸甲州道中・信州伊那郡・江戸より中山道筋京都 

 必携福島県地租要鑑 明治２１年 木版作図見本入り２８ｘ３７ｃｍ 

 大日本道中行程細見記 寛延４年記 天保７年 大坂書林 表紙欠 

 御巡幸御休泊割各駅記 木版横本 明治１１年８月３０日 邨上松太郎 

 伊勢山田ゟ大和七在所道中記 木版両面 １５ｘ４２ｃｍ 

 御東京町尽くし全 東都福寿堂 町名橋名詳細記入 

 武鑑 天保１４年２月開版 木版横本 日光参詣事役職担当人名 

 慶応改正京羽津根 慶応３年 全８冊内５冊 ２・３・５・７・８巻 木版 花洛羽津根 

 蓮如上人御一代聞書 木版 全４冊 

 蓮如上人御一生記 木版全６巻３冊 享保元年発行寛政１０年求版 

 洛中大火夢物語 元治元年７月 京都焼失地図１７ｘ２２ｃｍ入り 

 訓閲集二十五気之巻 慶長十七年正月 運気図４２枚１冊 

 前々太平記 全２１巻２０冊揃 正徳５年１７１５年 木版 聖武より醍醐まで 

 埼玉県武蔵国男衾郡西ノ入村文書１箱 明治２０年頃同所明善寺文書肉筆地図多数 

  戦前都市地図、鳥瞰図、地形図、絵葉書、城郭文献数百点省略 

  絵本朝鮮軍記 寛政１２年 全１０巻内９巻９冊 朝鮮渡海図・朝鮮国図・朝鮮使聚楽館入・伏

見城遊楽・巻２欠・朝鮮王没落京城・明将入国・小西行長地雷砲・朝鮮水軍・李舜臣亀甲船・大

明大軍朝鮮至・平壌城大合戦・震雷砲・朝鮮王城焼・日本籠釜山・晋州城・朝鮮虎狩・大明正使

伏見到・再渡海・南原城・連環の計・明大軍朝鮮救・蔚山城危急・醍醐花見・水戦・伏見城秀吉

公逝去・凱陣諸将伏見城 各木版絵図多数 

  天保６年１２月９日仙石様一件御栽件 出石藩仙石騒動についての詳細記録、罪状・刑等 

  肥前長崎高島四郎大夫謀反露見一件 罪状・刑記録 



 

 文久元年８月吉日１８６１年草津温泉日光江戸横浜交易場迄名所控 越後国頸城郡直江津今町新町

保坂氏 道中記 

 一向一揆南無阿弥陀仏旗 ３１ｘ９８ｃｍ 綿

に墨書き 南信州出 

 

３・印刷資料 

 宛名セット （株）森田製作所 未使用 孔版印

刷用道具 箱にインキ、インキパット、インキロー

ラー、鉄筆、やすり、宛名原紙が収納されている。 

１５ｘ３０ｘ１０ｃｍ 

 亜鉛凸版７ケース約７００－８００枚 信濃毎日新聞

使用 昭和４５年から５５年、新聞社では文字は活

字、写真図表地図は亜鉛凸版で組版され、紙型に転

写整形、紙型を丸めて鉛を流込、鉛版シリンダーを

作成、凸版輪転機で印刷されていた。その後、オフ

セットＰＳ版、さらに、今、ＣＴＰ版で高速印刷さ

れている。亜鉛凸版は版下作成後、写真フイルムか

ら、亜鉛版に焼き付け、被画線部を硝酸で腐食して

つくられた。今ではラベル、箔押し等で使用されて

いる。 

 佐賀の和紙・近江の和紙津山の紙ネリの話・大和

（奈良）の紙 昭和５４年 柳瀬商店手漉き和紙柳瀬和紙クラブ 和紙見本帳 和装タトウ入り、和

紙外装包装 

 染色色見本１２０色・染色標本戸田商店高岡富山  

 専売特許京押絵 藤田錦霞堂 布に焼き鏝で模様を

転写する転写デザイン帳２４枚 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書 

 美人引札２枚一組 一舟画 石版、広告刷り込み木

版 広告本館製薬三十八方剤日本一薬館松井田出張

所  

 おもちゃ絵 武者絵、組上げ、等十枚 

 組上げ版画 忠臣蔵両国橋引上之図五枚続 深川



屋版  

 日本武士道双六 伊藤畿久造 昭和３年 ５６ｘ７８ｃｍ 

 新吉原甲子楼図 芳虎 ３枚続き 

 本朝武術名誉鏡 一勇斎芳虎 錦絵３枚続 墨塘了古挙記 武術流祖６６名の人名・流派・ 

画像 剣術槍術中心、砲術は見当たらず 

 絵葉書 樺太の景観、豊原１６景、サッポロの美観、帯広市街全景、台湾アミ族、船川港湾、長輪線名所、

アイヌ風俗３種等 

 日清交戦朝鮮安城渡激戦之図 孟斎 暁 錦絵３枚続 明治２７年 

 朝鮮牙山清兵逐戦之図 堤吉兵衛 錦絵３枚続 明治２７年 

 成歓駅日本大勝利之図 歌川国  錦絵３枚続 

 牙山激戦安城渡進撃之図 小林清親 錦絵３枚続  

 日清戦争（仮） 小林清親 錦絵３枚続 

 信州小田井合戦図 一勇斎国芳 錦絵３枚続きの内１枚  

 金刀比羅名所八葉 明治３１年 袋・８枚石版 沼田茂平 

 東京三十六景深川越中島 広重 錦絵 大版 前景に銃隊、中景に大砲、遠景に富士 

 木版画十二景名古屋名所団扇絵 昭和５９年 木版とあるが、印刷タトウ入り 

 東海道五十三駅之図 袋題東海道壽語録 木版錦絵 明治２４年 ４５ｘ６１ｃｍ袋１７ｘ２

４ｃｍ 長谷川小信 大坂版画 大坂八軒屋乗り場から江戸日本橋 

 東京名所筋違万代橋景 錦絵 広重 横大版 

 

 東京名所両国橋図 錦絵 広重 明治９年 横大版 

東京名所内向島花見景 錦絵 明治１５年 横大版 

 千代田の大奥吹上の夕富士 周延 錦絵３枚続 明治２６年 

 調練切抜き絵 よし藤 錦絵 大版 焼け 

 郵便報知新聞第四百六十六号 錦絵 芳年 大版 

 越中島景色之図 ３枚の内右２枚 作者不明 銃隊を描く 

 昭和職業絵尽 和田三造 写真班・兵士休憩・飛行士 戦前木版３枚 

 芹沢銈介１９７６年カレンダー １２か月タトウ入揃 型染版画 

 東京名所尽し明治１１年・新板狂言尽国政画・新板福神尽くし国明画明治１６年・新版加藤清正一代記

国明画明治１６年・新版義経一代記国明画明治１６年・日本英雄競生田畿三郎画明治１１年３枚 各錦

絵 各大版１枚 



 錦絵１－３８号揃 大正６年国書刊行会錦絵部によって創刊された大型の月刊誌、表紙が木版錦絵

であるのみでなく、中にも数枚の原寸錦絵が木版で収納されている。３８号は大正１２年。 

 自来也とガマ、龍 錦絵 役者絵 周延 ３枚続き 明治２４年 

 流行車尽壽語録 錦絵 明治２１年 大版 

 日吉丸出世の鑑 国計画 錦絵双六 ４９ｘ７１ｃｍ 誕生から朝鮮攻めまで 江戸版 

 目録到着後１分以内に連絡したが、『博覧会拝見之図』国周明治５年３枚続、金鯱が背景に大き

く描かれたものと『新版調練双六』国政明治５年大版の２点は入手できなかった、何れも始めてみ

る構図であった。東京の錦絵専門書店であったが、郵便が群馬に着くまでに売り切れた。 

５・軍事資料・武器武具 

 陸軍操式及各教範集 霞ヶ浦海軍航空隊 昭和８年１２月 ６４３頁 

陸軍教則本４５冊 諸兵射撃教範、兵器保存要領、爆破教範、軽重兵操典等 

中国製銅剣 全長４８ｃｍｘ巾１０ｃｍ 刀身２７ｘ３ｃｍ 鞘に両面各４匹の龍浮彫、刀身に

両面龍、柄は中国文字両面各８字、鍔は龍か魚一文字、 

中国製銅剣（鉾） 全長５１ｃｍｘ巾１０，５ｃｍ 刀身３３ｘ６ｃｍ 柄に魔人、鍔は蝙蝠 

機関銃弾 ４８ｘ１０ｍｍ １６５連発 底部刻印有 

アメリカ製１８５９年後装雷管式螺旋銃スタール銃は高額で入手できなかった。外観はスペンサ

ー銃で突弾充填、群馬県鑑札付、アンダーレバーで充填室解放、ハンマーは止まらないが銃口は

非常にきれい、戊辰戦争で使われたが、日本ではほとんど見ず、実物を見る機会はない。 

 要塞砲兵加農砲之真図・榴弾砲之真図 石版 ３９ｘ５６ｃｍ 明治 

 帝国水雷艇 石版 明治２９年 ３４ｘ４６ｃｍ 

 鉛弾鋳鍋 鉛玉鋳造のための柄杓状のもの 長さ４２ｃｍ巾１２ｃｍ直径１０，５ｃｍ深さ２ｃ

ｍ柄長さ３１ｃｍ 流し口が精巧にできている。 

 即売会に築城学教程昭和１５年版巻１・２が出たので、巻２未収の為、２冊発注した。 

６・城グッズ 

  ラベル 蚊取線香トレードマーク和歌山城印ラベル １２ｘ１２ｃｍ 南方除虫粉製造所 天守画 

       登録商標 名古屋城ラベル ９ｘ１２ｃｍ 商品不明 

  全国城画志 燐票（マッチラベル） 木版 山下翆松画 城１－６０図、城票完成記念祝画１１図、表紙

計７２枚 喜んで見つけ、高額で購入したが、城１－６０図、城票完成記念１４図は所蔵木版燐票集２冊

に収録されていた。燐票集には日本全国都市票に江戸、名古屋、姫路、山口、津山、八戸、日南

市に城、完成祝に大阪城天守。姫路名所に城９図。東海道五十三次に城２図。暑中伺いに松本城、

豊太閤１代記に大坂城２図、祝い大阪城天守閣で８図他城郭燐票は多く作成されているが、現存

する物は少ない。 

 巨大天守のぼり一対 幅８８ｃｍ、長さ７ｍ位、２本 特製本染 上田八幡屋百貨店 極美 五

層天守のみで８８ｘ１００ｃｍの大きさ 

 大坂城天守閣貯金箱９個 高さ１１ｃｍｘ巾奥行各７，５ｃｍ 戦前 調査の結果、同一のもの

を相当前に靖国神社骨董市で入手しており、１０個となった。 

 天草四郎原古城江楯籠る 克己画 ３０ｘ４１ｃｍ 想像画 

 山形県松山城城門青銅鯱 庄内片喰紋 木箱入り 平田鐐吉作 本体２，９ｋｇ、高さ３０ｃｍ、

巾２１ｃｍ、奥行き８ｃｍ箱３５ｘ２５ｘ１３ｃｍ 

７・群馬郷土資料 

 寺社木版掛軸 上毛国十二社・板鼻宿・板鼻駅実相寺・上毛中岳金洞山大黒天・榛名山満行宮 

 群馬県邑楽郡町村誌材料第１巻第２巻第３巻全 明治２２年 和装本１６２枚１冊 



 在群馬県上野国邑楽郡躑躅ヶ岡公園記 写本 単に上記郡町村誌材料の写しであった。 

上野国余地全図 慶応３年山下信真写高崎住人中島藤一郎蔵 １２０ｘ１１３ｃｍ 軸１２８

ｘ１５３ｃｍ 刊行図の写 軸装 

 吾嬬紀行 文政７年の明治頃複製和本 越後今町から高田、善光寺、上田、小諸、追分、沓掛、

軽井沢、臼井峠（ママ）、坂本、松井田、安中、板鼻、高崎、本庄、深谷、熊谷、鴻巣、桶川、上尾、

大宮、浦和、板橋迄４５宿各１頁絵入本。 原本ほとんど見ることなし。 

 上州伊香保温泉場真景 明治３５年 ４０ｘ５４ｃｍ 石版 山田治衛門 

 上州草津温泉真景図 大正２年 ４０ｘ５４ｃｍ 石版 鷲見知枝麿 

 上州鹿澤温泉之図 大正３年 ４０ｘ５５ｃｍ 石版 日本温泉協会 

 上州四万温泉場真図 大正５年 ４０ｘ５４ｃｍ 石版 桜井市太郎 

 日本名勝写真紀行 第１巻日光榛名妙義碓氷浅間渋善光寺諏訪木曽 明治４２年 木版絵入本 

８・資料 

 国芳 鈴木重三 平凡社 １９９２年 

 東海道分間絵図 中央公論美術出版 昭和３５年 上下２冊 

 古板江戸図集成 全８冊・別巻１冊 中央公論美術出版 昭和３３年 江戸図を線画で書き起こし、

文字が読める状態の大きさで分割複製された使える史料集である。 江戸図年表や１９枚の江戸

図、１３枚の特殊図が収納 

 江戸切絵図集成 全６冊 昭和５６年 近江屋版、尾張屋版以外に甘利目にすることのない平野

屋版、吉文字屋版が収納されている。 

ＴＨＥ ＢＡＵＲ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ 全２冊 １９９４年 海外流出した錦絵の図録 全頁カラー図

版と英文解説 

 幕末明治開化期の錦絵版画・江戸切絵図と東京名所絵・嘉永慶応江戸切絵図・江戸東京大地図・江

都名所図会以上各１冊・地図でみる新宿区の移り変わり４冊  

大日本沿海実測図伊能中図 武揚堂 平成５年 日本国際地理学会創立３０周年記念編 東京国

立博物館所蔵 集成日本全図共９図 和紙複製 

 隷書版東海道五十三次広重画 国際情報社 一見木版のような細密オフセット原寸一枚印刷、５

５枚タトウ入り、 

 小林清親東京名所図 学習研究社 昭和５０年 原寸高精細印刷 ９５枚１枚印刷張込 

 鳥居清長画集 昭和２０年非売品 コロタイプ印刷１３８枚 

 浮世絵 日本経済新聞社 １９６９年 箱入り２冊 

 高橋誠一郎コレクション浮世絵全７冊 大型豪華本 中央公論社 昭和５０年 原寸高精細印刷 

 欧米収蔵浮世絵集成在外秘宝全６巻 大型豪華本 昭和４７年 学習研究社 原寸高精細印刷 

明治に海外流出した錦絵の原寸復刻版 

 日本思想体系全６８冊 岩波書店 １９７６年 １冊７００頁近い大作全部で５万頁、読み切れな

いとわかりつつ、先覚者の知恵と工夫にあやかりたく、購入。洋学から手始めに。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

あとがき 

  ２月１日は終日入札会に参加し、錦絵百数１０枚を入手した。織田信長、山本勘助、高松城水

攻め等多彩であるが、未整理である。青梅の巨大な８畳ぐらいの明治の地引絵図は残念ながら、

落札できなかった。本来行政に伝来すべきこれらの資料が市場に出ることに複雑な思いがあるが、

すべてを入手することは経済的にも研究時間余力からも不可能である。地方行政の復活を願いた

い。新収リストは玉石混合ですが、整理できないため、入手順に基本翌日に記入しているためで



す。入手した時点で分類項目に当てはめ、一月まとめてお届けしている状況です。後日の整理は

とてもできませんので、順番を気にせず眺めてください。よろしくお願いします。 

  今の状態では２階の展示ホールも埋まっていますので、展示会開催はおろか、大型絵図も見れ

ない状況です。博物館施設における展示を積極的に後援します。お申し出ください。希望テーマ

を連絡いただければ、資料を整理し、開催可能か検討させていただきます。 
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個人蔵 享保６年８月安中城修理絵図 内藤丹波守 １７０９年９月４日新規築城を開始した安中城のわ

ずか１２年後の姿を描いた絵図。裏書に老中戸田山城守の築城許可奉書がある。 本図は当文庫の所

蔵絵図でないため、無断転載を禁ず。 
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